
 

 

 

 

『国際理解』のための講話         1１月１０日（木）５限 

 先日、とよなか国際交流センターから外国（ブラジル・韓国・中国・ペルー）にルーツをもつ

4 名の講師の先生にお話を聞きました。『旅行ガイドブック』にはない生の情報をたくさん話して

いただきました。また日本に来日して困ったことやしんどかったこと、日本の良いところや、み

んなに大切にしてほしいこと等もお話していただきました。１時間という短い時間でしたが、学

ぶことが多くありましたね。講話終了後には、講師の先生方へお礼のお手紙を書きました。みん

なが書いてくれたお手紙の中から、いくつか紹介します。友達がどんなことを考えたり、学んだ

りしたのかも読んでみてくださいね。 

 

＜お礼のお手紙＞（一部抜粋） 
【韓国】 

日本とは大分、違うところが多く面白かったです。 

昔は韓国も日本の一部だったから文化とかも 

似ているのかなと思ったけど、想像とは全然違って、日本ではマナーが悪いとされることも、 

韓国では普通だったり、けっこう文化に違いがあってびっくりしました。   

 

ぼくは韓国に行ったことがなかったのですが、お話を聞いて韓国の事をたくさん知れた気がします。や

はり、日本と韓国は近いだけあって、似ている所もたくさんあって、例えば家の形が似ているなど共通点

あるなと思いました。日本にもコリアタウンがあって、行ったことがありましたが、韓国のすごさは再現で

きていないのかなと思いました。韓国・釜山に行ってみたいです。 

 

【ペルー】 

「一人ひとりのふつうがある」という話を聞いて、私は悪気がな

くても相手を傷つけているのかなと思い、怖いなと思いました。だ

から、これからも相手の気持ちを考えて話そうと思いました。「相

手のふつうを理解することが大事」だと聞いて私もそう思いまし

た。今日は話を聞けて良かったし、とても勉強になりました。 

私たちは日本の文化をもとに五中で生活しています。これは日本の人にとっては当たり前で普通のこ

とかもしれませんが、この当たり前は外国人の方々にとっては普通ではないですし、一人ひとり考えてい

ることが違うように、自分が思っている普通と相手の方が思っている普通は全然違うことが分かりました。 

 

【中国】 

日本に住み始め、たくさん嫌なことを感じ、そのことを話してく

れました。嫌なことを受け、それを話すのに心が痛かったと思いま

すが、話していただき、ありがとうございました。反対に日本の良

いイメージなどを持っていてくれて嬉しかったです。たくさんの中

国や食事、言葉、ゲームなど全く知らなかったことを知れてとても

楽しい一時間でした。外国の人が住みやすいような日本にしたい

なと思いました。 

 

今回の授業で中国の方が好きなアニメやご飯、文房具などを楽しく学ぶことができました。反対に日

本で生活していて、しんどいことも知ることができました。ぼくももともとは中国人にあまり良いイメージ

を持っていませんでした。でも今回、中国人に対するイメージが少し変わりました。今回、一番伝えたい

「みんなちがってみんないい」という言葉を自分の中で大切にして、外国人の人がいたら、分かりやすい

日本語を使って、日本が楽しい国だと思ってもらえるように頑張ります。 

 

【ブラジル】 

私の知らなかったことが学べ、すごく嬉しかったです。 

BBQ をするとき、時間をかけて、おしゃべりをしながらする 

ということを聞き、「すごく素敵だな～！」と思いました。他にも、 

家がピカピカできれい好きというのを初めて聞いて、海外は失礼かもしれないけれど、少し汚いイメージ

があったのですが、今日の話を聞いて、変わりました。「ブラジル人はキレイ好き！」ということが分かって

今日の一番の発見かもしれません。今日は来てくれて本当にありがとうございました！ 

 

ブラジルのことをたくさん教えてくれたり、日本とブラジルを比べていたりとても分かりやすかったです。

社会の地理の授業で習ったことに加え、ブラジルにいたからこそ分かることなどを教えてくれて楽しかっ

たです。「ブラジルはこうだ」と決めてつけていて改めてお話を聞いて違うことや、新しい発見もありまし

た。 
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